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倉敷リバーサイド病院 

任のごあいさつと抱負 新 

院長挨拶 

Next 院長インタビュー 

院長  土井　修

　2018年4月1日から院長の拝命を受け着任しました。19年ぶりの倉敷です。
　1976年に倉敷中央病院に研修医として大学卒業1年目で赴任して23年間倉敷中央
病院心臓病センターの創成に関わりました。その頃にお世話になった皆さん、私を
医師として育ててくださった多くの患者さんや診療所の先生方のお顔を懐かしく思
い出しながら帰って参りました。
　私事ですが1999年には静岡県立総合病院へ移動になりました。倉敷時代と同様、
患者さん中心の循環器急性期医療を地域の皆様と協力しながら展開してきました。
2008年には静岡県立総合病院に循環器病センターを建設しました。2014年から京
都岡本記念病院（旧第二岡本総合病院）に院長として赴任。2016年に400床余りの
急性期総合病院の新病院の建設、移転を職員の皆さんのご協力のお蔭で達成するこ
とが出来ました。この40年余り急性期循環器診療と地域連携医療に、一筋で過ごし
てまいりました。
　そして19年ぶりに倉敷に帰って参りました。倉敷リバーサイド病院の規模の病院
に勤務するのは初めてです。どのような医療を展開するかと戸惑いがあったのも正
直言って本音です。しかしなら、どの地域であっても患者さんが望まれるのは安心
で安全な納得のいく良質な医療であることには変わらないと思います。
　幸い本院の職員一同は患者さん目線で真摯に働いている人たちばかりです。徹底
したチーム医療を中心に総合的なプライマリケアとともに整形外科などの専門性を
活かして、倉敷リバーサイド病院の規模ならではできる地域に真に密着した診療を
展開したいと思います。また健診センターを充実させ、また健康講話などを地域の
皆さんと共に積極的に開催しながら、地域の健康寿命の増進に微力ながら貢献でき
ればと考えております。
　更に倉敷中央病院との連携、機能分化を一層強化推進していきます。即ち高度専
門的な診断、治療や救急医療は、倉敷中央病院と密接な連携を取りながら倉敷中央
病院で行い、安定期は倉敷リバーサイド病院で診療を行うという体制整備を進めて
参ります。
　皆様方のご支援、ご指導、ご鞭撻を何卒宜しくお願い申し上げます。
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なぜ、循環器医師を志したのですか？ 

院長の子供時代の事を教えてください。 学生時代の思い出を教えてください。 

院長の趣味は？ 

将来の夢・目標を教えてください。 

 

 

 

 

無期限のストライキ 

 

　小学2年生までは病弱な子供。一か月に一回ぐらい
は幼稚園、学校を風邪をひいて休んでいました。小学
３年生の時に兄から譲り受けたボロ子供用自転車で、

舞鶴のあらゆるところに行くようになりま
した。「タケさん」という小児マヒの既往
がある一回り以上年上のおじさんの手漕
ぎ三輪自転車を押してよく一緒に行きまし

た。タケさんは歩けないのですが本当に器用な人で虫
かごやハト小屋を作ってもらったこともあります。学
校から帰るとその仕事をする小屋へよく遊びに行って
いました。この間にいろいろと話しながら、タケさん
からは大人の世界を学びました。生意気な小学生です
が。さて舞鶴湾とはその字のように鶴が羽を広げて飛
の湾です。湾の入り口が鶴の
頭になります。本当にきれい
な湾ですよ（ネットで調べてく
ださい）。そのころから元気に
なり現在まで年に１，２回は風
邪をひきますが大きな病気を
していません。

　学生時代はがんの免疫療法を研究したいと思って
いました。そんな中、研修医で血液内科を回りました
が、20歳ぐらいの患者さんが化学療法による心筋症
で心不全になったのですが、先輩の大学院生の先生た
ちが十分な手当てができず亡くなりました。そこで２
年目の研修医で倉敷中央病院に赴任した時には、循環
と呼吸管理を習得しようと思いました。そのころ一年
先輩の光藤先生とその同級生の藤野先生、松永先生の
３人がCCUグループとして活動されていました。循
環器のことは何でも教えていただいたのでそのグルー
プに入りました。そして光藤先生が冠動脈造影検査を
小倉記念病院で研修され倉敷中央病院で始められる
ことになりみんなで協力しました。そろそろ京都へ帰
らなければと思っていたころ、ある晩、医師住宅の二
階の住民であった光藤先生が一階の私の部屋に来て
「土井先生、がんだけが病気ではないだろう。心臓を
一緒にやらないか」と言われ循環器内科に引きずり込
まれました（笑い）。

　中学時代からバレーボールをやっていました。中学
時代は一応エースで市内大会でも優勝しました。大学
でも医学部のバレー部に入り西日本医科学生体育大会
で優勝したことがあります。また倉敷中央病院時代は
バレー部の監督兼選手として岡山県病院協会のバレー
ボール大会で優勝したことも2、3回以上あります。
　最近はゴルフの手習いをしています。65歳から。
練習のやり過ぎで？腰椎ヘルニアを一月末にやりドク

ターストップがかかりまし
たが、そろそろ練習の再開
をと思っています。ゴルフ
は本当に奥の深い競技だと
痛感しています。

　目標は倉敷リバーサイド病院が真に地域に
支えられ地域を支える病院になること。
ご協力をお願いします。そして一生、
一臨床家であり続けること。
　夢は学会や仕事で行った米国や欧州の
各地を今度は全く連れて行かなかった家
内と一緒に旅行すること（罪滅ぼし）。

　学園紛争が盛んな時代でした。学生が籠城した安
田講堂の機動隊による開放があり、東大入試が中止に
なった年に京大に入りました。東京で浪人し京都に舞
い戻り、正直気落ちしたところもあったのですが。
　下宿の隣の部屋に６年生の学生運動の活動家の先
輩がいました。夜中に帰ってこられるといつも「土井
君タバコあるか」とノックされ、それから明け方まで
政治、科学から芸術までいろいろと議論しました。と
いうより教えてもらいました。１か月間ぐらい毎日話
しても飽きませんでした。本当に博学な人でした。ま
た彼の友人たちとも話すことがありました。学生運動
や世の中に諦念を持っている人や劇団を主宰している
人などと。そうこうしているうちに京都の奥の深い豊
かな世界にすっかりはまり込んでしまいました。京都
に帰って本当によかったと思うようになりました。



2018 Vol .576

2050年に1000万人が死亡！？  耐性菌の危険！？
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　2018年４月より循環器内科を開設しております。
　循環器疾患全般の診断、治療を総合的に行います。高血圧症、虚血性心疾患（狭
心症、心筋梗塞症など）、弁膜症、心筋症、不整脈、心不全などの診断や治療を行
いますので心配のある方は是非ご相談ください。高度専門的な診断、治療や急性心
筋梗塞、大動脈解離症、急性心不全など救急疾患の治療は倉敷中央病院心臓病セン
ターと密接な連携を取り迅速に倉敷中央病院で行い、安定期には当方で診療させて
いただきます。診療スケジュールは本誌裏面「外来診療表」をご参照下さい。

循環器内科を開設しました。



患者さんの権利
当院では、患者さんの相互理解により医療が行われるよう、患者さんの権利を尊重します。
１. ひとりの人間として、その人格・価値観は尊重されます。
２. 医療を平等に受けることができます。
３. 説明と十分な理解による同意をもとに、適切な医療を選ぶことができます。
４. 当院で行われたご自身の診療に関する情報の提供を受けることができます。
５. 医療の過程で得られた個人情報は厳守され、患者さんの承諾なしには開示いたしません。

患者さんへのお願い
私たちが良質で安全かつ効率的な医療を提供するために次のことをお願いします。
　１. ご自身の健康に関する正しい情報の提供
　２. ご自身の医療への積極的な参加
　３. ご自身の治療に必要な診療上のルールの遵守
　４. 他の患者さんの診療に支障をきたさないためのご協力
患者さんが、私たちと力を合せ、治療に専念され、少しでも早く回復されますよう心よりお祈り
申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成 28 年４月改定

患者さんの権利と患者さんへのお願い




